だけ を 捜し 歩いて、 その 写真 を 大きく 紙面 一杯に 並べ 

立てる から、 読者の 受ける 印象で は あたかも 静 岡全巿 

並びに 附近 一 帯が 全部 丸潰れに なった ような 風に 漠然 

と 感ぜられ るので ある。 このように、 読者 を 欺す とい 

う 悪意 は 少しもなくて、 しかも 結果に おいて 読者 を 欺 

すの が 新聞の テク 二 ック なので ある。 

七月 十四日の 朝 東京 駅 発姫路 行に 乗って 被害の 様子 

を 見に 行った。 

三 島 辺まで 来ても 一 向 どこに も 強震な どあった らし 

い 様子 は 見えない。 静 岡が 丸潰れになる ほどなら 三 島 

あたりで もこれ ほど 無事な はずが なさそう に 思われた- 



あ つ と 歓声 を 揚げて トラックに 乗 込み 風の ごとく どこ 

かへ 行って しまった。 

三 島の 青年団に よって 喚び 起された 自分の 今日の 地 

震 気分 は、 この 静岡巿 役所 前の 青年団の 歓声に よって 

終末 を 告げた。 帰りの 汽車で 陰暦 十四日の 月 を 眺めな 

がら 一 行の 若い 元気な 学者 達と 地球と 人間と に関する 

雑談に 汽車の 東京に 近づく の を 忘れて いた。 「静 岡」 

大震災 見学の 非科学的 随筆 記録 を 忘れぬ うちに 書きと 

めて おく ことにした。 

(昭和 十 年 九月 『婦人 之 友』) 
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